
【知事定例記者会見】 10月６日 

10月 5日は、SAGA2024国スポの開会式 1年前の日。そして、佐賀バルーナーズの

B1開幕戦の日だった。明日は、かごしま国体の開会式。通常、開会式の入場は建制順

だが、特別に最終の鹿児島県の前に佐賀が入るとのこと。 

さらに、うれしいニュース。９月末時点で、人口 10万人当たりの交通事故死者数

が、日本一少ない県になった。例年 10～12月に事故が多い。現在の死者数５名を年末

まで維持したい。 

 

⚫ ロマンシング佐賀 2023 

ロマンシングサガとのコラボは９年目。今年の冒険は 12月 15日にスタート。舞台

は吉野ヶ里とたら竹崎温泉。ゲーム内でも佐賀を舞台にした制圧戦や佐賀を回るスタ

ンプラリー的な場面があり、全国的に盛り上がっている。 

 

秘宝伝説マップを片手に吉野ヶ里を満喫しよう！ 

マップの片面は、吉野ケ里公園で秘宝伝説ラリーができる。遺跡内のポイントを巡

り、穴埋めクイズを完成させると限定ノベルティをもらえる。 

反対面は、町内周遊マップ。マップ持参で各スポットを巡ると、各種のサービスが

受けられる。また、飲食店５店舗でコラボメニューを実施。注文すると、吉野ヶ里限

定ビューネイデザインのロマ佐賀公式コースターがついてくる。 

 

その１ 有明海の絶景スポットを巡るドライブラリー 

道中のポイントをすべて制覇すると限定ノベルティをプレゼント。SAGATOCOを活用

した電子的なスタンプラリー。陶板、ベンチ、フォトパネルなどの見どころがある。 

 

その２ たら竹崎温泉旅館で“SaGa風呂セット”をもらおう！ 

９軒のたら竹崎温泉旅館のいずれかに宿泊し、「＃ロマ佐賀」で SNSに投稿すると、

もれなく SaGa風呂セットがもらえる。アメニティ袋、絵馬、タオルのコラボ限定３点

セット。 

竹崎かにの身が濃厚でおいしい季節。ぜひこの機会に訪れ、ご堪能いただきたい。 

 

冒険のない人生はつまらない。SAGAの冒険はいつだって想いのままに 

昨年同様、唐津線と筑肥線西部方面の全車両がロマ佐賀列車となる。車両は、それ

ぞれ絵柄が違う。ぜひ、ロマサガファンの皆さんに訪れてほしい。 

 



⚫ むしろこれから鹿島・太良プロジェクト始動！ 

鹿島・太良は地域資源にあふれています 

鹿島・太良地域は、西九州新幹線の影響で特急の減便等のダメージを受けた。この

地域には、かけがえのない財産がある。鹿島の祐徳稲荷神社、酒蔵、面浮立、鹿島

錦。太良の海産物・農作物、海中鳥居、温泉旅館。 

鹿島方面には旅館やホテルが少ないため、全体をパッケージ化し、鹿島・太良を一

つの圏域として売り出していく。 

「ふたつ星 4047」の乗車率は９割以上と人気。長崎本線のスローな旅として、スロ

ーツーリズムを推進する。世界から人気を得る地域だと見込んでいる。 

 

エリアプロデュースの拠点 

エリアプロデュースで大切にしたい３つのことは、地域の皆さんの気持ち、価値を

磨き上げること、県内外への効果的な発信。その拠点として、「KATAラボ」を 11月１

日にオープン予定。鹿島（Kashima）と太良（Tara）で、未来を語（かた）らうラボの

意味。県職員、鹿島市、太良町のメンバー４名が常駐して活動する。地域の皆さんと

一緒に、日常の暮らしの中にある同エリアの価値を磨き上げる。 

 

設置場所はスカイロードという中心道路にある建物の 1階。地元の商店街の皆さん

とも街づくりを語らう雰囲気になればと考えている。 

 

エリアプロデュースのイメージ 

KATAラボの役割は、人と人をつなぐ触媒になること。鹿島・太良の日常の営みを味

わい、幸せな気持ちになってもらうことを目指す。 

 

暮らすように旅をするスローツーリズム創出に向けて  

古民家、公共施設、廃校跡など、エリア全体を宿泊施設と捉える。食事は、まちの

飲食店、風呂は温浴施設、買物はまちの商店。ホテルの機能を地域全体で担うような

エリアマネジメントを考えている。何度も行きたくなる、愛おしくなるようなエリア

を目指す。 

鹿島・太良が持つ本物の価値を鮮やかに輝かせていきたい。 

 

 

⚫ TSUNAGIプロジェクトに取り組んでいます ～県内大学との連携事業が続々

と生まれています～ 



TSUNAGIプロジェクトとは 

県内の２つの四年制大学と２年前から連携。大学が持つ技術や知識、ノウハウなど

を活用し、佐賀の未来を創造する。つまり、学術の持っている様々な技能や知識を社

会に応用する取り組み。連携事業数も伸びている。 

 

佐賀大学との連携事例① 佐賀発「サガヤマシル」 

地中にセンサーを埋設し、電波でデータを送る。収集したデータから異常を検知

し、避難等に生かすシステム。８月から松梅で実証試験を開始。 

 

佐賀大学との連携事例② アトピー性皮膚炎患者を救う新薬の創出 

アトピー性皮膚炎のかゆみに関する２つの物質の結合を防ぎ、かゆみの連鎖を抑制

する研究を重ねている。現在、薬剤（塗り薬）の研究中。成功すれば、有効性、安全

性を確認後、販売へ。県が実証部分でコラボする。 

 

西九州大学との連携事例 メタバースで交流＆就労 

メタバースの世界で、身体に不自由のある人や障害のある人が、交流・就労できる

と社会参加の可能性が広がる。IT機器の改良、ソフトウェアの開発で、障害があって

も自宅にいながら社会体験が可能になる。 

 

その他にもこんな取り組みを行っています 

＜佐賀大学＞ 

・レーザースキャナによる３次元計測 

・「いちごさん」の早出し出荷技術 

・運搬ロボットに画像処理 AIを活用 

・様々なデータ解析でスポーツの競技力向上 

＜西九州大学＞ 

・県に自生する「アオモジ」を活用した機能性食品の開発 

・ヤングケアラー支援に向けた連携体制の構築 

大学が、学ぶ場から社会実装に役立つ場、実践的な活動の場へと推し進めたい。

TSUNAGIプロジェクトで、県内の大学とともに佐賀の未来を創造していきたい。 

 

⚫ 大人気ゲーム「信長の野望」とのコラボがいよいよ始動 名護屋城跡・陣跡

に 有名戦国武将がふたたび集結！ 

茶の湯や能などによる文化交流 

名護屋城は、文化の交流拠点。大茶会の開催、黄金の茶室の造設に続き、来年の３



月の大茶会に向けた草庵茶室の造営、周遊サイン整備を着手した。伝統文化発展の

“はじまりの地”、現代の発展の基礎になった地だと考えている。 

 

有名武将をデザインしたエピソードサインが登場（全 13か所） 

はじまりの名護屋城。×信長の野望ゲームのコラボが、来年１月にスタートする。当

時、この地には 150人以上の武将、20万人が住んでいた。つまり、「信長の野望」に出

てくる武将が、ほぼ全員ここにいた。 

真田昌幸・真田幸村、加藤清正、前田利家、石田三成、伊達政宗、徳川家康など 13か

所の陣跡に「信長の野望」とコラボしたエピソードサインを設け、どのような状況だっ

たのか案内する。 

 

さらに、交差点の名称が続々武将名に変わっていきます！ 

カーナビは音声で案内するので、ドライブしながら文化、歴史に触れられる。 

交差点の名称を「波戸岬少年自然の家入り口」から、「真田幸村陣跡」 

「風呂尾呂」から「加藤清正陣跡東」 

「大手門」から「名護屋城跡大手門」 

「名護屋城跡」から「前田利家陣跡」 

「名護屋大橋西」から「寺沢広高陣跡」 

「ひばりケ丘」から「徳川家康別陣跡入り口」など。 

この地にこの武将が集まったのだと、皆さんに楽しんでもらいたい。また、７ｍの大

型歓迎塔を佐志交差点付近に設置する。 

時代の英傑たちが集結した“はじまりの地”で、皆様をお待ちしたい。 

 

⚫ 国道 204号唐房バイパスがいよいよ開通します 

11月 12日（日）に唐房バイパスが開通する。従来は陸側を通っていたが、海沿いを

通って名護屋城方面に行ける。この名称は、「ルート・グランブルー～ジャック・マイ

ヨールが愛した海～」。ジャック・マイヨールは、世界的に有名なダイバーで、グラン

ブルーとは、深い海の群青のような色のこと。 

 

⚫ 第６回佐賀県伝承芸能祭 今年は SAGAアリーナで！ 

11月 19日（日）開催。伊万里トンテントン、呼子の大綱引き、鳥栖山笠、広島県の

安芸高田市の神楽団から芸北神楽。芸北神楽は、いわゆる大蛇（ヤマタノオロチ）。 

また、佐藤和哉さんと呼子くんち親子鯨とのコラボライブや東儀秀樹さんのスペシャ

ルステージがある。 

全市町とアリーナ間の１往復送迎バスを運行する。弁当付きで有料。 

これを機に、アリーナで様々な伝承芸能を楽しんでほしい。 



 

⚫ アリタ・マシュマロ・クリスマス初開催！ 

開催期間 12／２（土）～12／25（月）。期間中はイルミネーションを点灯し、12月２、

３日はフィンランドフェア in SAGAをアリタセラで行う。 

スペシャルイベントは、12月 16、17、23、24日。様々なやきものアクセサリー、マ

シュマロドリンクなど、グルメや雑貨が大集結する。 

このツリーが、写真映えするのは間違いない。 

 

⚫ Batons～キミの夢が叶う時～ 全国でカラオケ配信がはじまります！ 

国スポ・全障スポのテーマソング「Batons」が、11月 19日から全国でカラオケ配信

を始める。歌い出しが難しいが、ＰＶも含め、佐賀の映像とともにカラオケを楽しめる。

佐賀県民の皆さんは、カラオケで１回は歌っていただきたい。 


